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市川市条例第  号 

   市川市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 

 市川市介護保険条例の一部を改正する条例（平成１８年条例第１７号）の一

部を次のように改正する。 

 附則第４条の見出し中「及び平成１９年度」を「から平成２０年度までの各

年度」に改め、同条に次の１項を加える。 

３ 平成２０年度の保険料率は、改正後の第３条第１項の規定にかかわらず、

次の各号に掲げる第１号被保険者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

 (1) 改正後の第３条第１項第４号に該当する者であって、その者の属する世

帯の世帯主及びすべての世帯員が平成２０年度分の地方税法の規定によ

る市町村民税が課されていないものとした場合に同項第１号に該当する

もの ３６,８４０円 

 (2) 改正後の第３条第１項第４号に該当する者であって、その者の属する世

帯の世帯主及びすべての世帯員が平成２０年度分の地方税法の規定によ

る市町村民税が課されていないものとした場合に同項第２号に該当する

もの ３６,８４０円 

 (3) 改正後の第３条第１項第４号に該当する者であって、その者の属する世



帯の世帯主及びすべての世帯員が平成２０年度分の地方税法の規定によ

る市町村民税が課されていないものとした場合に同項第３号に該当する

もの ４０,３８０円 

 (4) 改正後の第３条第１項第５号に該当する者であって、その者の属する世

帯の世帯主及びすべての世帯員（介護保険法施行令及び介護保険の国庫負

担金の算定等に関する政令の一部を改正する政令の一部を改正する政令

（平成１９年政令第３６５号）による改正後の介護保険法施行令及び介護

保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正する政令（平成１８

年政令第２８号）附則第４条第５号に該当する者（以下「第５号該当者」

という。）に限る。）が平成２０年度分の地方税法の規定による市町村民税

が課されていないものとした場合に改正後の第３条第１項第１号に該当

するもの ４４,４００円 

(5) 改正後の第３条第１項第５号に該当する者であって、その者の属する世

帯の世帯主及びすべての世帯員（第５号該当者に限る。）が平成２０年度

分の地方税法の規定による市町村民税が課されていないものとした場合

に同項第２号に該当するもの ４４,４００円 

(6) 改正後の第３条第１項第５号に該当する者であって、その者の属する世

帯の世帯主及びすべての世帯員（第５号該当者に限る。）が平成２０年度

分の地方税法の規定による市町村民税が課されていないものとした場合

に同項第３号に該当するもの ４７,９４０円 

(7) 改正後の第３条第１項第５号に該当する者であって、その者の属する世

帯の世帯主及びすべての世帯員（第５号該当者に限る。）が平成２０年度

分の地方税法の規定による市町村民税が課されていないものとした場合

に同項第４号に該当するもの ５１,４８０円 

附 則 

この条例は、平成２０年４月１日から施行する。 

  



理  由 

   

  平成１７年度の税制改正により前年の合計所得金額が１２５万円以下の 

６５歳以上の者に係る市民税の非課税措置が廃止されたことに伴い介護保険

料が大幅に上昇する者に対して、介護保険料負担の激変緩和を図るため、平

成１８年度及び平成１９年度に講じた保険料の特例措置を平成２０年度につ

いても引き続き講ずる必要がある。 

  これが、この条例案を提出する理由である。 

 


